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嘔吐物が乾燥して飛散しない

ようにペーパータオル等を覆

いかぶせる。窓を開けて、換気

をする。 

 

物品の準備 
使い捨ての手袋・エプロン・マスク・足袋・

タオル、ペーパータオル、ビニール袋、バ

ケツ、水（２ℓペットボトル）、台所用塩素

系漂白剤（塩素濃度５～６％） 

 

身じたく 
マスク、手袋、エプ

ロン、足袋を着用 

 

 

流水による手洗い、うがいを行う。 

できれば着替えも行う。 

平成2８年11月作成 村山保健所保健企画課 

水２ℓにペットボトルキ

ャップ８杯の台所用塩

素系漂白剤を加えて

0.1％濃度の消毒液を

作成し、3/4 程度はバ

ケツに移す。ビニール袋

は口を広げて別のバケ

ツに２枚重ねる。 

ペーパータオルで嘔吐

物を中心部に向かって

取り除き、ビニール袋に

入れる。一度拭いた面で

別の所を拭かない。 

 

使用したペーパータオ

ルとタオルが入ったビ

ニ―ル袋に、消毒液を

浸み込む程度入れる。

ビニール袋の口は空気

を抜かずにしばる。 

消毒液を浸したペーパータオル

で嘔吐物が付着した所とその周

囲を 10 分程度覆う。その後、

中心に寄せるように回収する。 

口を閉じたビニール袋の上に手

袋→足袋→エプロン→マスクの

順に外してビニール袋に入れ、口

をしばる。 

バケツの消毒、

物品の補充を 

忘れずに！ 

 嘔吐物処理をマスターしましょう！  

消毒液を浸したタオ

ルで嘔吐物が付着し

た所とその周囲を外

側から内側にかけて

拭く。 

１ ２ ３ 

４ ７ ６ ５ 

８ ９ 

11 最後に 

消毒液を浸したタオル

で広範囲を拭き取る。

その後、水拭きする。 

10  

ペーパー

タオルの

上にあが

り、足の裏

面を消毒

する 

 

 

 

汚染面に

触らない

ように外

す 

 


